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令和３年度（２０２１年度）第１１回教育委員会（２月定例会）議事録 

 

１ 日時   令和４年（２０２２年）２月８日（火） 

午前９時３０分から午前１０時００分まで 

 

２ 場所    教育委員会室（県庁行政棟新館７階） 

 

３ 出席者   教育長             古閑 陽一 

委員              木之内 均 

委員              吉井 惠璃子 

委員              田浦 かおり 

委員              田口 浩継 

委員              西山 忠彦     

    

４ 議事等 

〇報告 

報告（１） 新型コロナウイルス感染症に対する県教育委員会の対応につい

て  

  報告（２） 令和３年度（２０２１年度）熊本県学力・学習状況調査の結果

について         

              

５ 会議の概要  

（１）開会（９:３０） 

   教育長が開会を宣言した。 

（２）会議の公開・非公開の決定 

教育長の発議により、全て公開とした。 

（３）議事日程の決定 

教育長の発議により報告（１）から報告（２）を公開で審議した。 

（４）議事 

〇報告（１） 「新型コロナウイルス感染症に対する県教育委員会の対応につい

て」 

教育政策課長 

教育政策課です。報告（１）「新型コロナウイルス感染症に対する県教育委員

会の対応について」御説明します。Ａ３横の資料を御覧ください。 

まず、「１月７日」の知事臨時記者会見ですが、県内初のオミクロン株感染者

を確認し、感染の急拡大を受け、県リスクレベルをレベル０からレベル１に引き

上げたことが発表されました。 

次に、「１月１２日」の記者会見では、県リスクレベルを「レベル２」に引き

上げたこと、また、明らかに感染拡大傾向がみられるため、国への「まん延防止

等重点措置」の要請を検討することが発表されました。 

これを受け、点線の枠囲みのとおり県立学校長宛てに通知を発出しています。 

対応ですが、 

・感染リスクの高い学習活動を縮小する。 

・修学旅行等について実施の有無を慎重に検討する。 

・部活動は県外における練習試合等の交流活動を当面禁止する。 
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という内容です。 

なお、関係通知文については、市町村教育委員会宛てのものも含め、２ページ

から１１ページに添付しています。 

次に、「１月１８日」の記者会見では、「まん延防止等重点措置」の適用を国

に要請することが発表され、翌１９日、国において、熊本県への「まん延防止等

重点措置」適用が決定しました。適用期間は令和４年１月２１日から令和４年２

月１３日までです。 

そして、「１月２０日」の新型コロナウイルス感染症対策本部会議において、

「まん延防止等重点措置」について、県内全域を重点措置区域とし、対策の強化

を決定しました。 

これを受け、点線の枠囲みのとおり県立学校長宛てに通知を発出しています。 

対応ですが、 

・原則として分散登校とし、学校の実情に応じて時短、時差登校等も実施す

る。特別支援学校は、万全の感染症対策を講じた上で、原則通常登校とする。 

・文部科学省衛生管理マニュアルの最高レベル（レベル３）の感染症対策を前

倒して実施する。 

・部活動は練習試合等の対外活動は禁止する。 

という内容です。 

併せて、入学者選抜について、万全な感染症対策を講じた上で予定通り実施す

る旨、会議において発表しています。詳細は、１２ページを御確認ください。 

なお、関係通知文については、市町村教育委員会宛てのものも含め、１３ペー

ジから２２ページに添付しています。 

次に、「１月２５日」、感染拡大の状況を受け、県立学校の卒業式について、

点線の枠囲みのとおり県立学校長宛てに通知を発出しています。対応ですが、 

・在校生は原則不参加、来賓及び教育委員会関係者は出席なし 

・７日前からの検温等の健康観察、マスク着用、常時換気等の感染予防対策 

・病院併設の特別支援学校にあっては、式挙行の可否を含め、関係医師と十分

に協議を行う。 

という内容です。 

なお、関係通知文については、市町村教育委員会宛てのものも含め、２３ペー

ジから２７ページに添付しています。 

最後に、「１月２７日」の記者会見では、県リスクレベルのレベル３への引き

上げが発表されました。 

これを受け、点線の枠囲みのとおり県立学校長宛てに通知を発出しています。

対応ですが、 

・部活動は令和４年２月１３日まで原則中止 

・公式大会に参加する部活動に限り、大会２週間前から必要最小限の活動可能 

という内容です。 

なお、関係通知文については、市町村教育委員会宛てのものも含め、２８ペー

ジから２９ページに添付しています。 

事務局からの説明は以上です。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

教育長 

  この件についてはよろしいですか。 
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〇報告（２） 「令和３年度（２０２１年度）熊本県学力・学習状況調査の結果

について」 

義務教育課長 

義務教育課です。令和３年度（２０２１年度）熊本県学力・学習状況調査の結

果概要について御報告します。 

本調査は、令和元年度から採点・集計等を民間に委託し、先生方の負担を軽減

するとともに、調査結果は、施策や児童生徒一人一人の課題克服、先生方一人一

人の授業力向上に向けた取組み等に活用しているところです。 

「１ 調査の概要」を御覧ください。実施日は、昨年１２月、対象は、市町村

立小学校３年生から６年生、中学校１年生と２年生です。教科に関する学力調査

と学習習慣や授業改善に関する質問紙調査を行いました。 

「２ 教科に関する調査結果概要」を御覧ください。本年度の結果は、昨年度

と比較して全体的には向上したところです。下の棒グラフを御覧ください。左か

ら令和元年度、２年度、３年度の状況を表しています。全学年・教科の平均は、

令和元年度が全国値と比較し、９７．２、令和２年度が１００．３、今年度が１

００．５と、年々向上しています。令和元年度からは、３．３ポイント向上しま

した。学年・教科別では、小５算数が令和元年度から８．４ポイント、中２英語

が令和元年度から５．４ポイントと、大きく向上した学年・教科もあります。全

国値を上回ったのは、令和元年度の１４教科中３教科から、今年度は、８教科と

向上しました。今年度上回った学年・教科は、小４から小６の国語、小３から小

６の算数、中 1の国語になります。御覧のとおり、令和元年度は、ほとんどの学

年・教科が全国平均を下回っていましたが、年々向上し、多くの学年・教科で全

国平均を上回るようになってきたところです。 

これは、本県が進めています「熊本の学び推進プラン」及び「『熊本の学び』

アクションプロジェクト」を踏まえ、「本県の子ども達誰一人取り残すことなく、

最大限に学びを保障する」として、県全体で学びの保障に取り組んできた成果に

よるものであり、特に学校現場の先生方と児童生徒一人一人の頑張りによるもの

と捉えています。 

次に裏面の「３ 質問紙調査結果概要」を御覧ください。まず、児童生徒の学

習に関する取組み状況です。左側の「先生は分かるまで教えてくれる」と回答し

た児童生徒の割合は、昨年同様８０％以上となっています。また、右側の「自分

で計画を立てて勉強している」と回答した児童生徒の割合は、小学校高学年にな

るにつれ改善するものの、中学校では、学年が上がるにつれ低くなる傾向にあり

ます。 

続いて、教師の授業改善に関する取組み状況です。左側の表、主体的・対話的

で深い学びの実現に向けた授業改善を行っている教員の割合は、昨年度に引き続

き肯定的な回答が若干増加しており、授業改善に関する取組みへの意識が高まっ

てきています。右側の表ですが、単元終了時の児童生徒の姿を具体的にイメージ

して指導を行っている教員の割合も、昨年度に比べ、肯定的な回答が若干増加し、

本県が授業づくりで大切にしている「単元終了時の子どもの姿」の設定が定着し

てきているところです。 

次に、教師の授業改善に関する意識と児童生徒の学習に関する意識の差につい

てです。「自分で考え、自分から取り組むことができていると思う」という項目

について、教師の意識は高まってきているものの、児童生徒の認識は、教師の捉
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えより低い傾向にあります。子どもを主体とした授業改善を、引き続き進めてい

く必要があると考えています。 

最後に、「認め、ほめ、励まし、伸ばす」という本県の教育行動指標に関して

の教師と児童生徒の意識の状況です。教師と児童生徒に対して、同内容の質問項

目「ほめたり、励ましたりすること」について、昨年度までは、小中学校ともに

教師の捉えと児童生徒の認識におよそ１０％の差がありましたが、今年度は、小

中全ての学年で向上し、先生がほめたり励ましたりしてくれていると感じている

児童生徒の割合は大きく増加したところです。 

なお、本調査の成果については先ほど御説明しましたが、一方で、小学校から

中学校へ上がった際の学力低下や小３時点で既に学力差が生じていることについ

ては課題であり、今後は、課題改善に向けた取組みを引き続き行っていきます。

 本調査について、学校で活用できる分析資料をホームページに掲載するととも

に、授業づくり等については、例えば、昨日から、県の指導主事がコーディネー

ターとなって学び合う「熊本の学びわくわくサークル」という勉強会を、中学校

の先生方を対象に、オンラインで実施しています。その他、今回明らかになった

課題を解決できるような研修内容や、研究指定校の取組み等についても、来年度

に向けて検討しているところです。 

引き続き、本県の未来の創り手となる子ども達の学力向上に向け、児童生徒一

人一人の学力や習熟度に応じたきめ細かな支援・指導、また教員の指導力向上の

取組みを推進していきます。 

報告は以上です。 

教育長 

ただ今の説明について、御質問等がありましたらお願いします。 

田口委員 

いろいろな面で効果が表れていることが分かりました。各学校で取り組んでお

り、その成果も見えてくるというのは、非常に喜ばしいことだと思います。 

中学校になるとどうしても学力が下がってしまうことについて、分かるまで教

えてくれる、自分で計画を立てて学習できるか、という状況は把握できました。

その原因と対策について、何か検討されていることがあれば教えてください。 

義務教育課長 

確かに中学校に入りますと、学力に限らず、学習意欲やその取組みに関する数

値も低下してしまっているところです。やはり、小学校から中学校に上がるにつ

れ、子ども達はそのギャップを感じるところが多いと思います。特に、中学校入

学当初に、学習の仕方や生活習慣等について、先生方がきめ細かく子ども達に指

導する必要があるのではないかと考えています。来年度に向けて、もう少しその

点について先生方にも認識していただく必要があると思いますので、その方策に

ついて考えているところです。 

田口委員 

ありがとうございました。小学校は学級担任制、中学校は教科担任制で、児童

生徒一人一人に分かるまでなかなか向き合えない状況や多忙感があると思います。

その状況を改善する意味でも、子ども達それぞれが得意とするところがこの調査

で見えてきて、調査結果から最後まで学習できるようなＩＣＴの活用等もあると

は思いますが、そのあたりはいかがですか。 

義務教育課長 

ＩＣＴの活用は不可欠だと思います。特に、一人一人の習熟度に応じた学習に
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ついては、ＩＣＴが一番適するものだと思いますので、先生方がＩＣＴ機器や様

々なソフト等を活用できるよう関係課で連携して、子ども達がより学びやすくな

るような取組みを進めていきたいと思います。 

田口委員 

県によっては、子ども達がどこの部分でつまずいているのかということが詳細

に分析されて改善するようなシステムを、民間企業と連携して開発されたり、導

入されたりしているということを伺ったことがあります。予算的になかなか厳し

い部分があるかと思いますが、開発されたものを活用すれば、つまずいている部

分が改善していくのではないかと思っています。 

西山委員 

学力が向上しているということは、大変ありがたいです。先生方に敬意を表し

たいと思います。今、田口委員からお話がありましたが、ＩＣＴの活用という視

点を、もう少し調査にも入れ込んでいければと思いました。例えば、ＩＣＴの活

用が不可欠だというコメントがありましたけれども、学校現場でどのように開発

活用・改善されているかの調査ができればと思います。 

例えば、教師の授業改善の意識が向上してきている中で、ＩＣＴの活用はあっ

たのか、あるいは改善に向けた活用がされたかという調査項目があれば、好事例

となって、様々な部分で伝播していくのではないかと思います。また、生徒につ

いては、家庭学習においてＩＣＴの活用が行われたか等も、調査項目があればと

思います。 

ＩＣＴのハード面や環境は、皆さんの努力によって整っていると思いますが、

どのように使われていて、どのような好事例があるのかというものを、この調査

で把握していただくと非常にありがたいと思いました。ＩＣＴの活用は不可欠だ

という認識があるわけですから、あとは、ハウツーを詰めていただければ大変あ

りがたいです。そして、さらに学力が向上すれば、あるいは主体的な学びが身に

ついていけばと思います。 

義務教育課長 

本調査は民間委託による学力調査で、基本的には学力調査と業者が設定してい

る質問項目になりますが、一部、県独自の質問項目を入れることは可能ですので、

ＩＣＴの具体の運用と子ども達の学力の状況について、クロス分析等ができない

かということを含め、来年度に向けて検討していきたいと思います。 

吉井委員 

成績が伸びており、本当に先生方のおかげで、ありがたく思います。 

やはり気になるのは、中学校に入っても学力を伸ばして欲しいというところで

す。以前の会議の際に、義務教育学校や小中一貫校では、比較的中１ギャップと

いうか、学力の落ち込みが低いということを伺いました。おそらくそのような学

校では、学校や先生方にも慣れていますし、学校の進め方も慣れているというこ

とで、状況が変わってくるのではないかと思います。これは、とても良いことだ

と思います。すべての学校を義務教育学校にするということは無理な話ですので、

進学する中学校と関係の小学校間で先生や子ども達が交流をしていくというよう

な方法がもう少しできれば、中１ギャップも少しは減ってくるのではないでしょ

うか。中学校と小学校の差や大きな違いをできるだけ小さくして、義務教育学校

でいう６年生から７年生に入るような感覚で進学できる状況を作っていくと、少

し変わってくるのではないかと思います。よろしく御検討ください。 

義務教育課長 
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来年度の研究指定校の取組みについては、現在検討しているところですが、今、

委員から御指摘のありました、中１ギャップをなるべくなくすことについて、こ

の研究指定校の取組みで何かできないかということを考えているところです。ま

た、研究だけでなく、日々の学校の取組みにおいても、先生方がお互いの授業を

見合うということは、工夫すれば今よりはできるのではないかと思います。その

ような取組みが日常で行われているのが義務教育学校です。県内２校しかありま

せんので詳らかにはできませんけれども、この２校については、いわゆる小６か

ら中１ギャップというものはなく、概ね学力が伸びているような傾向にあります

ので、そのような取組みを県内全体に波及していけるよう、努力していきたいと

思います。 

吉井委員 

よろしくお願いします。 

木之内委員 

おそらく、ちょっとしたところの違いがあるのだと思います。小学校では学級

担任制で進めているけれども中学校では教科によって教える教員が変わっていく、

コミュニケーションを大勢の先生方と取らならければならないギャップがある、

分からないことをちょっと尋ねに行くことへの抵抗がある、そのようなところで

もつまずいてしまうようなことがあるのではないかと思います。 

そのようなところを全部なくしていくことは難しいと思いますが、郡部等の比

較的小規模の小中学校で校舎が近い、隣り合っているという学校は、かなりある

と思います。例えば、小中一貫校でないにしても、そのように日頃から近い状況

にある学校と市内のマンモス校でたくさんの小学校から進学してくる学校とでは、

学力の差がどのくらいあるのか等を分析してみてはどうかと思います。そのよう

なところにもし差があるとしたら、それぞれの学校の状況に応じて、例えばある

一定期間、中学校の先生が小学校に教えに来るというような取組みを行うことで、

少しでも慣れることができるのではないでしょうか。 

新しい場所へ行ったときに顔見知りの人がいるかどうかというのは、一般社会

でも他の会社に訪ねていくときと同様に大きな違いだと思います。具体的に調査

して何か方策を考えることで、違ってくると感じました。御検討お願いします。 

義務教育課長 

特に教育事務所においては、そのような細かい取組みも把握していますので、

そのような取組みと、高い学力や学習意欲を示している学校について、情報収集

していきたいと思います。 

田浦委員 

動画配信で、分からないところの単元の解説をする動画等があります。教育の

格差を埋めたいという熱意から、無料で動画配信されている先生もいらっしゃる

ので、子ども達がそういうところにつながって、学習の理解度が上がればいいな

と保護者としては思います。 

教育長 

他はよろしいですか。 

この調査は、民間委託を令和元年度からスタートしていて、個人ごとの成績、

いわゆる強み弱みも出ますし、それに応じた課題の提供とかそういうのができる

ような内容になっています。ただ今、委員の皆様からＩＣＴの活用という部分の

御指摘もいただきましたので、既に取り組んでいる部分も相当あるかと思います

が、そのあたりの検討はいかがですか。 
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義務教育課長 

本調査では、詳細かつ経年変化が確認できる個票や子ども達一人一人のつまず

きに応じた個別の課題プリントを、既に提供しているところです。その取組みに

加えて、特にできなかった課題に対しては、先生一人一人が子ども達に丁寧に指

導することが大切であると思いますので、ＩＣＴ機器の活用等についても、引き

続き検討していきたいと思います。 

教育長 

他は何かありますか。 

  ではこの件については、よろしいですか。 

 

教育長 

  本日予定されました議事については以上のとおりですが、その他で何かありま

すか。 

教育長 

  はい。ありがとうございました。 

引き続き今後ともよろしくお願いします。 

 

６ 次回開催日 

  教育長が次回の定例教育委員会は令和４年（２０２２年）３月１１日（金）教

育委員会室で開催することを確認した。開催時間は、午前９時３０分から。 

 

７ 閉 会 

  教育長が閉会を宣言した。午前１０時００分。 


